
特別レクチャー 

エコール・ド・パリのウクライナ人芸術家たち 
Vita SUSAK（ウクライナ国立リヴィウ美術館学芸員） 

日時：2014年 11月 28日（金）12:40-14:10 
場所：東京外国語大学 研究講義棟 226教室 
入場無料、英語（通訳なし） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本講演は、言語文化学部の選択科目「ヨーロッパ文化研究 B」の一環として行われますが、一般の聴講を歓迎します。 

主催：科研費若手研究（B）「大戦間期ガリツィアのポーランド系ユダヤ人作家、画家の芸術思想的系譜とモダニティ」
（加藤有子・名古屋外国語大学） 

共催：東京外国語大学総合文化研究所、科研費基盤（A）「ポスト･グローバル時代から見たソ連崩壊の文化史的意味に
関する超域横断的研究」（亀山郁夫代表・名古屋外国語大学） 

問い合わせ先：前田和泉研究室（maeda@tufs.ac.jp）、加藤有子（akato@nufs.ac.jp） 

 



20世紀初頭のパリ。シャガール、モディリアーニ、
ユトリロ、ピカソ、藤田嗣治など、国籍や作風も多種
多様な芸術家たちが集い、競うようにして新しい芸術
の数々を生み出した「エコール・ド・パリ（パリ派）」
の時代。芸術の都パリが最も輝いていたその時期に、
独自の美的世界を展開し、鮮やかな足跡を残したウク
ライナ出身の芸術家たちがいた。 
日本ではあまり紹介されることのないヨーロッパ

美術史の一頁を、気鋭の美術研究者・学芸員が語る！ 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
 
 

Vita SUSAK 

ウクライナ国立リヴィウ美術館学芸員（19-20世紀ヨーロッ
パ美術）。リヴィウ国立大学准教授。 

1997年、スーリコフ記念モスクワ国立芸術大学大学院にて
Ph.D.を取得し、その後はフランス、スイス、ポーランド、ア
メリカで研究員として活躍。主著『パリのウクライナ人芸術家
たち。1900-1939年』（2010年）は、英語、フランス語にも
翻訳され、大きな話題となった。 

 
東京外国語大学へのアクセス：西武多摩川線「多磨」駅より徒歩 5分／京王線「飛田給」駅より徒歩 20分 
本講演についてのお問い合わせ：前田和泉研究室（maeda@tufs.ac.jp） 

 

The School of Paris 
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